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技術経営（MOT）とは

すなわち・・・

・利益につながる筋の良い技術をどうやって

生み出すのか！

・生み出した技術をどのように育てたら

大きな利益を長期間得ることができるのか！

についての

理論と手法を追求して実践に役立てるもの

技術を効果的に活用して経営すること



ＭＯＴの意義 ～2000年代初頭の問題意識～

産業競争力の中核となる
「イノベーション」の創出

技術と経営の双方に精通したプロフェショナル人材
（技術経営者）の育成が重要

自ら新コンセプトを創出
（how to makeから

what to make）

キャッチアップ型から
フロントランナー型への
マネジメント転換

新事業、新産業
創出力の強化

技術の役割を理解し、
経済的価値に繋げる

ベンチャービジネス、コーポ
レートベンチャーの起業促進



経営の視点技術の視点

技術進化の方向マーケットの方向

事業化焦点

距離が近すぎる
戦略なき
チマチマ開発

距離が遠すぎる
できもしない
新規事業開発
の幻想

技術経営者とは？

×

×

技術経営者

距離感力のある
イノベーション・
プロデューサー



ＭＯＴ系専門職大学院の状況

（早稲田大学）
（九州大学）

芝浦工業大学 東京理科大

東京農工大学

平成15年度 16年度 17年度

経営学系

工学系

工学系をベースにした首都圏にある大学院が多い

山口大学

18年度

新潟大学

（長岡技科大）

学位はＭＢＡ} （関西学院大学）{

日本工業大学

学位はシステム安全修士

ＭＯＴ協議会准会員大学３大学

設立年度

東京工業大学

平成29年度
学生募集停止

平成28年度より環境・社会理工学院に

平成24年度より工学府に

ＭＯＴ協議会正会員大学８大学



MOTの特徴

扱う間口の広さと体系化の多様さ

対象領域

学
術
と
し
て
の
体
系
化
の
状
況

体
系
化

途
上

組織行動学

技術戦略論

MOT教育の課題
・何を学べば良いのか？

・どのような能力が身につくのか？

MOT像（象）の全体が見え難い
⇒社会的認知が十分でない

工学（自然科学） 経営学（社会科学）

イノベーション論

ＭＯＴの特徴とＭＯＴ教育の課題



育成するＭＯＴ人材像

ＭＯＴ専門職大学院の
修了生が修得しておく
べき能力

必須の知識項目
修得した知識を統合・融合
して活用することが必要な課題

各大学のカリキュラムに反映

ＭＯＴ教育コア・カリキュラム開発（2008年10月～2010年3月）

各大学の教育理念・教育目標
ＭＯＴ
専門職
大学院の
あり方

技術経営系
専門職
大学院
認証基準
（案）

・ＣＣ委員会
での議論
・ＭＯＴ教育
シンポジウム
・産業界の意見
・修了生の意見
・バブコメ

到達目標

コアとなるＭＯＴ教育
の内容を整備



MOT教育コア・カリキュラム

MOTの基礎（３９）
MOTの概念的理解、技術と社会、
企業戦略、組織・人材、企業倫理、

ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｴｺﾉﾐｸｽ､ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ､会計・財務

基礎知識

項目

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ･

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

（９）

知的財産

マネジメント

（６）

技術戦略と

R&Dﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
（１０）

イノベーション・

マネジメント

（５）中核知識

大項目

各大学の裁量

による

独自の教育内容

総合領域

（特定課題研究などの創造的活動）

ＭＯＴ教育コア・カリキュラムの全体像

（ )内の数字は
中項目の数

全体で69項目



◎　重点的に扱う項目
○　扱う項目
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中項目
MOTとは ◎ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○
MOTの経緯 ◎ ○
MOTの扱う領域 ◎ 〇
技術者倫理 ◎ ○ ○
科学・技術と社会 ◎ 〇 ○ ◎
技術とリスク ◎ ○ ○ ○
技術と標準化 ◎ ◎
経営理念 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
ドメイン ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎
外部環境分析 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
内部環境分析 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
戦略の立案 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎
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MOTの概念的理解
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大項目

企業戦略

技術と社会

ＭＯＴ教育コア・カリキュラムと開設科目の対応表の例

デ
ィ
プ
ロ
マ
・ポ
リ
シ
ー

６９項目＋総合領域

カリキュラム・ポリシー

非常勤講師を含む
全教員で共有

修了生が修得しておくべき能力

開
設
科
目

コアカリで規定



コア・カリキュラムに準拠したカリキュラム編成の例

技術的バックグラウンド①基盤科目群（必修）・導入教育

戦略
立案

施策
展開

ビジネスプ
ランニング

課題
解決法

グループ
マネジメント

知財

知財MOT

グリーンMOT

②展開科目群(選択必修）

<技術経営>者

ライフサイエンスMOT

ものづくりMOT

ビジョン実現に向
けて戦略を立案

そのための実行
施策を展開

ビジネスモデルと事
業計画に落とし込み

実現方法を
探索･発想し

チーム（プロジェクト）
をリード･マネージし

競争力担保の

施策をとる

③応用科目群（選択
必修）夏季集中

日本人・・海外研修
留学生・・インターン

シップ 等

⑤特定課題研究
（必修）

④特別プログラム（選択）

技術の中身にどこまで
踏み込むのか？

9

研究科の強みと
成長分野に特化
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まとめ

・扱う間口の広さ

・体系化の多様さ

ＭＯＴの特徴 ①教育課程の課題
全体像が
見え難い

社会的認知が十分でない

ＭＯＴ教育・コアカリキュラムの開発

産業界も参画
社会が求める内容

②教員組織の課題

工学
（理系）

経営学
（文系）

文理が分離しているケースが多い

学術

実務

③グローバル化の課題

日本の技術力・研究開発力の
ブランドを優秀な留学生獲得に
活かしきれていない

学際領域での体系化のスピードが遅い

バランスのとれた教員配置が困難

本格的に採用している大学が少ない

認証評価機関との連携強化が必要

ＭＯＴ教育・コアカリキュラムを
アジア標準にする取組みが重要教員個人の中での融合を加速する仕組みが必要
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ご清聴ありがとうございました。
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